
特集　 わが家をまもる、そして大切な家族をまもる

　
住
宅
の
耐
震
基
準
は
、昭
和
56
年
と
平
成
12
年

に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
主
に
、
昭
和
56
年

に
は
壁
の
量
に
つ
い
て
、
平
成
12
年
に
は
接
合

部
を
金
物
で
補
強
す
る
こ
と
や
壁
の
配
置
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
以
降
に
着
工
し
た
木
造
住
宅
は

「
２
０
０
０
年
基
準
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
も
用

い
ら
れ
て
い
る
基
準
で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
の
多
く
で

耐
震
性
が
不
足
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
56
年
〜
平
成
12
年

の
間
に
建
て
ら
れ
た
一
部
の
住
宅
で
も
耐
震
性

が
不
足
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
と
は
、
平
成
12
年
以
前
の
旧
基
準

の
建
物
を
２
０
０
０
年
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
耐
震
性
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

震
度
６
強
〜
震
度
７
の
大
地
震
が
発
生
し
た
際

に
、
建
築
士
な
ど
の
専
門
の
知
識
を
有
す
る
者

が
倒
壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
診
断
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
本
市
が
認
定
し
た
耐
震
診
断
士

を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
を
行
っ
て
、
わ
が
家
の
耐
震
性
を

確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
耐
震
改
修
と
聞
く
と
、
建
物
全
体
を
補

強
す
る
方
法
し
か
な
い
と
思
う
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
上
記
の
と
お
り

い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
令
和
７
年
度
に
山
形
県
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、
耐

震
診
断
を
受
け
て
も
耐
震
改
修
を
行
わ
な

い
最
大
の
理
由
が
「
耐
震
改
修
の
費
用
が

高
額
だ
か
ら
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
て
、
近
年
で
は

費
用
を
抑
え
て
短
期
間
で
耐
震
性
を
向
上

さ
せ
る
「
低
コ
ス
ト
工
法
」
も
提
唱
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
防
災
ベ
ッ
ド
や
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
住
宅
全
体

を
補
強
す
る
よ
り
も
安
価
に
命
を
ま
も
る

空
間
を
造
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
本
市
で
は
、
上
記
の
耐
震
改
修
を
実
施

す
る
場
合
に
、
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

本
紙
５
月
号
９
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

　
耐
震
改
修
を
し
て
、
安
心
を
手
に
入
れ

ま
せ
ん
か
。

▲防災ベッド ▲耐震シェルター

※1  地震に対する建物の安全性を示す指標。日本建築防災協会が発行する「木造住宅の耐震診断と補強方法」により算定
※2  本市内の賃貸住宅、社宅、親族宅、知人宅、高齢者住宅、介護施設、グループホームなどを想定しており、購入した新築や中古の戸建て

住宅は該当しません

※1

※2

　
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
の

中
で
は
立
っ
て
い
る
こ
と
が

難
し
く
、
避
難
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
木

造
住
宅
の
重
さ
は
屋
根
と

２
階
の
重
量
を
合
わ
せ
る
と

数
ト
ン
〜
数
十
ト
ン
に
も
な

り
、
万
が
一
住
宅
が
倒
壊
し

た
場
合
は
、
自
分
や
家
族
の

命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
さ

ら
に
は
近
隣
家
屋
や
近
隣
住

民
に
も
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
の
耐
震
化
は
、
命
を

ま
も
る
有
効
な
手
段
で
す
。

自
分
と
大
切
な
家
族
の
命
を

ま
も
る
た
め
、わ
が
家
の
耐
震

化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

▲耐震診断士派遣事業
　の詳細はこちら

▲耐震改修補助金
　の詳細はこちら

耐震改修にはいくつかの方法があります

現在の住宅を解体し、耐震性のある住宅など　 へ住み替える住み替え

減災化

住宅全体を補強する（上部構造評点　 1.0 以上）

住宅全体を補強する（上部構造評点 0.7 以上 1.0 未満）

住宅の一部を補強する（1 階のみ補強、主要な居室のみ補強など）

住宅の重さを軽くする（瓦から鋼板屋根にするなど）

防災ベッド、耐震シェルターを設置する

耐震化

皆さんのご意見をお寄せください
【公開期間】6月20日㈯まで
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▲

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
住
宅
被
害

（
出
典
）
石
川
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
木
造
建
物
の
被
害
調
査
」

　近年、全国で大きな地震が頻発しています。令和6
（2024）年1月に発生した能登半島地震では住宅の
倒壊、大破が数多く見られました。昭和56（1981）年
以前に建てられた住宅は約40％が倒壊・大破し、
約90％の住宅に被害が発生しました。また、昭和56
（1981）年～平成12（2000）年の間に建てられた
住宅でも約20％が倒壊・大破し、約70％の住宅に
被害が発生しています。一方、平成12年以降に建て
られた住宅では、倒壊・大破した住宅は約2％、被害
が発生した住宅も約35％にとどまっていることが
わかります。
　改めて、わが家の安全性について考えてみましょう。

問建築課確認審査係 ☎26-5749

耐
震
診
断
で

わ
が
家
の
耐
震
性
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

わ
が
家
、そ
し
て

自
分
と
大
切
な
家
族
の

命
を
ま
も
る
た
め
に

耐
震
診
断
の
結
果
を
も
と
に
耐
震
改
修
を
し
ま
し
ょ
う

ス
テ
ッ
プ
1

ス
テ
ッ
プ
2

わが家をまもる、
そして大切な家族をまもる
わが家をまもる、
そして大切な家族をまもる

特集特集
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特集　 わが家をまもる、そして大切な家族をまもる

　
住
宅
の
耐
震
基
準
は
、昭
和
56
年
と
平
成
12
年

に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
主
に
、
昭
和
56
年

に
は
壁
の
量
に
つ
い
て
、
平
成
12
年
に
は
接
合

部
を
金
物
で
補
強
す
る
こ
と
や
壁
の
配
置
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
以
降
に
着
工
し
た
木
造
住
宅
は

「
２
０
０
０
年
基
準
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
も
用

い
ら
れ
て
い
る
基
準
で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
の
多
く
で

耐
震
性
が
不
足
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
56
年
〜
平
成
12
年

の
間
に
建
て
ら
れ
た
一
部
の
住
宅
で
も
耐
震
性

が
不
足
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
と
は
、
平
成
12
年
以
前
の
旧
基
準

の
建
物
を
２
０
０
０
年
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
耐
震
性
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

震
度
６
強
〜
震
度
７
の
大
地
震
が
発
生
し
た
際

に
、
建
築
士
な
ど
の
専
門
の
知
識
を
有
す
る
者

が
倒
壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
診
断
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
本
市
が
認
定
し
た
耐
震
診
断
士

を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
を
行
っ
て
、
わ
が
家
の
耐
震
性
を

確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
耐
震
改
修
と
聞
く
と
、
建
物
全
体
を
補

強
す
る
方
法
し
か
な
い
と
思
う
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
上
記
の
と
お
り

い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
令
和
７
年
度
に
山
形
県
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、
耐

震
診
断
を
受
け
て
も
耐
震
改
修
を
行
わ
な

い
最
大
の
理
由
が
「
耐
震
改
修
の
費
用
が

高
額
だ
か
ら
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
て
、
近
年
で
は

費
用
を
抑
え
て
短
期
間
で
耐
震
性
を
向
上

さ
せ
る
「
低
コ
ス
ト
工
法
」
も
提
唱
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
防
災
ベ
ッ
ド
や
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
住
宅
全
体

を
補
強
す
る
よ
り
も
安
価
に
命
を
ま
も
る

空
間
を
造
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
本
市
で
は
、
上
記
の
耐
震
改
修
を
実
施

す
る
場
合
に
、
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

本
紙
５
月
号
９
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

　
耐
震
改
修
を
し
て
、
安
心
を
手
に
入
れ

ま
せ
ん
か
。

▲防災ベッド ▲耐震シェルター

※1  地震に対する建物の安全性を示す指標。日本建築防災協会が発行する「木造住宅の耐震診断と補強方法」により算定
※2  本市内の賃貸住宅、社宅、親族宅、知人宅、高齢者住宅、介護施設、グループホームなどを想定しており、購入した新築や中古の戸建て

住宅は該当しません

※1

※2

　
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
の

中
で
は
立
っ
て
い
る
こ
と
が

難
し
く
、
避
難
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
木

造
住
宅
の
重
さ
は
屋
根
と

２
階
の
重
量
を
合
わ
せ
る
と

数
ト
ン
〜
数
十
ト
ン
に
も
な

り
、
万
が
一
住
宅
が
倒
壊
し

た
場
合
は
、
自
分
や
家
族
の

命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
さ

ら
に
は
近
隣
家
屋
や
近
隣
住

民
に
も
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
の
耐
震
化
は
、
命
を

ま
も
る
有
効
な
手
段
で
す
。

自
分
と
大
切
な
家
族
の
命
を

ま
も
る
た
め
、わ
が
家
の
耐
震

化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

▲耐震診断士派遣事業
　の詳細はこちら

▲耐震改修補助金
　の詳細はこちら

耐震改修にはいくつかの方法があります

現在の住宅を解体し、耐震性のある住宅など　 へ住み替える住み替え

減災化

住宅全体を補強する（上部構造評点　 1.0 以上）

住宅全体を補強する（上部構造評点 0.7 以上 1.0 未満）

住宅の一部を補強する（1 階のみ補強、主要な居室のみ補強など）

住宅の重さを軽くする（瓦から鋼板屋根にするなど）

防災ベッド、耐震シェルターを設置する

耐震化

皆さんのご意見をお寄せください
【公開期間】6月20日㈯まで
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平成28年熊本地震の被害写真平成28年熊本地震の被害写真

8棟
（1.3％）

■無被害  ■軽微・小破・中破  ■大破  ■倒壊・崩壊

▲

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
住
宅
被
害

（
出
典
）
石
川
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
木
造
建
物
の
被
害
調
査
」

　近年、全国で大きな地震が頻発しています。令和6
（2024）年1月に発生した能登半島地震では住宅の
倒壊、大破が数多く見られました。昭和56（1981）年
以前に建てられた住宅は約40％が倒壊・大破し、
約90％の住宅に被害が発生しました。また、昭和56
（1981）年～平成12（2000）年の間に建てられた
住宅でも約20％が倒壊・大破し、約70％の住宅に
被害が発生しています。一方、平成12年以降に建て
られた住宅では、倒壊・大破した住宅は約2％、被害
が発生した住宅も約35％にとどまっていることが
わかります。
　改めて、わが家の安全性について考えてみましょう。

問建築課確認審査係 ☎26-5749
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切
な
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の
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も
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果
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と
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ま
し
ょ
う
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そして大切な家族をまもる
わが家をまもる、
そして大切な家族をまもる
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